
まちキャン通信  ２vol.２５ 

まちキャンは第３水曜日に開催しています。 

今年８回目となる１２月２１日のまちキャンは，「農と食の地域活性化」をテ

ーマに宮崎良三さん（一般社団法人京都・大原創生の会副会長）にお話しいた

だいてから，質疑応答の時間を設けました。今回の様子をお伝えします。 

 

■平成２８年度第８回まちづくりキャンバス＠右京 

  日 時：平成２８年１２月２１日（水） 午後６時３０分～８時 

  場 所：サンサ右京１階 右京区まちづくり交流拠点（MACHIKO） 

  参加者：２３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

◆自己紹介，情報交換 

グループごとに自己紹介をしました。自分の生活で「食」について残

念なことなどを話し合いました。初めて参加してくださった皆さんとも

徐々に会話が弾みます。 

 

◆講演 一般社団法人京都・大原創生の会副会長 宮崎良三 氏 

 テーマ「農と食の地域活性化」 

定年退職後に大原で農業を始めた宮崎さん。観光農業による活性化を

目指し，毎週木曜日に定例会を実施。仲間づくりとともに，共通認識を

持つことにつながったそうです。 

 

１．農業を元気に → 持続的なもうけ → 売る場所をつくる 

（日曜ふれあい朝市） 

２．農家のニーズ → 農作業受委託 

３．荒れている休耕田 → 農地の有効利用 

 

 
人生の教訓 

「焦らず，怒らず，諦めず」

15年間やってきました 

・売り上げの５%を会費とし

て徴収（他の直売所より安

価）。 

・地産地消を実践。 

・30 件が参加。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝市の特徴 

・市場原理を持ち込み，自己責任，規制をしない。加工品販売 OK。 

・売り上げの５%を会費として徴収（他の直売所より安価）。 

・地産地消を実践。 

・30件が参加。 

・嬉しいことは，若い農業者（既に５人）が定着しつつあること。 

・地域の渋滞が問題になり，「里の駅大原」として移転。 

 

里の駅大原について 

・農業者を中心に農業法人を立ち上げる。 

・１口５万円で出資を募り，3,650万円集まった。 

・平成 20年 5 月末グランド 

オープン。右肩上がりの黒字。 

配当金や賃料収入に加え，手数料 

10％を除いた 90％が収入になる。 

農業者は，さらに元気に。 

 

成功の秘訣 

・元組織人が中心のグループなので， 

チームワークがよい。 

・定例会などを通してぶれない共通認識を持てたこと。 

 

今後の課題 

・有害獣による被害。周囲 11ｋｍにフェンスを張り巡らせた。80％

くらい被害を防げていると感じる。 

・農業人口の減少。地域全体のことを考えるには，自治連などと一緒

に取り組む必要がある。21世紀のビジョンを持ち，観光，生活を守る

里づくりプランを！→NPO 京都・大原創生の会 

・次のリーダーへのバトンタッチ。 

・遊休農地が少なくなり，新規就農者に農地をすぐには世話できない。

受入体制を整えるため，待ってもらっている。問題は，地元が面倒を

見られるかどうか。 

・ブランド化。オーガニック野菜の取扱量を過半数に。６次産業化。

中山間地の米，野菜を活用したレストラン展開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お問合せ，ご意見 

 右京区役所地域力推進室 （担当 塚口) 

 〒６１６－８５１１ 

 右京区太秦下刑部町１２ 

 電 話：８６１－１７８４ 

  Ｅメール：ukyo@city.kyoto.lg.jp 

 

 

 F A X：８７２－ 

５０４８ 

 

【2８年度まちキャン日程】 

  

 基本的に月１回第 3水曜日に開催します！  

 

 1 月 18日（水），2月 15日（水）   

  ＊時間はいずれも午後６時半～８時 

◆質疑応答 

・大原で観光タクシーの誘致を検討したことは？ 

→誘致はこれまで検討したことはないです。JTB や観光 MICE と協力し

て PR。 

・優秀なビジネスマンだったからこそ，ここまで成長できた面もあるので

は。これを学んでおけばよいと思うスキルは？ 

→「里の駅大原」は，サラリーマン出身でチームワークがよく仲間に恵ま

れた面があると思う。私自身は，経済，特に市場原理，自己責任を学んで

きたことが活かされたと感じる。 

 

○Facebook グループ 「まちづくりキャンバス＠右京」 

 まちキャンメンバーによる非公開グループです。「グループに参加」して

ください。 

◆次回テーマ 

 「情報受発信」がテーマです。ぜひご参加ください。 



 

 

◆アンケート結果（９名） 

１ まちづくりキャンバス＠右京を何で知って参加されましたか。 
   

 ア．ちらし 
  

0 名 
    

 イ．支援制度説明会等 0 名 
    

 ウ．市民しんぶん 
  

1 名 
    

 エ．知り合いから誘われて 
 
2 名 

    
 オ．前から知ってる 

 
5 名 

    
 カ．その他 

  
1 名（役所のポスターと市担当者の案内で）  

         
２ 講師の宮崎さんにもっと聞いてみたいこと，興味を持ったことなどがあれば御記入ください。） 

   
 ・大原野の観光復活について  

    
 ・京都市の支援について      

 ・地域のパワーを終結されてすごいなぁと思いました。興味深いお話がいろいろ聞け 

て，参考になりました。 
   

 ・ひとの巻き込み方，たきつけ方      

 ・広い視点，先見の目，まだまだ続くビジョンがすばらしい。    

 ・方法等大変参考になりました。洛北観光についてもっと知りたいです。    

         
３ 「食」について，ご自身が関心のあることや「食」について面白い情報があれば御記入ください。  

  例：ビルの屋上をガーデンにしている，地産地消に取り組む飲食店を知っている，有機農法をする農家を知っているなど     

 ・長野県伊宗谷のリンゴ園      

 ・最近，「食」は貧しい生活をしているなぁ。      

 ・家庭菜園をしています！10 ㎏の米袋があれば，大根が作れます。とっても簡単で場所

をとらずにできます。    

 ・大原も探せば農地あります。      

・直売所などでおいしいお野菜を見つけること。      

 ・区役所を右京の食や魅力 PR の拠点にしてほしい。  
   

 ・右京といえば，芦田農園さん。      

         

その他ご意見 
    

 ・講師の方のお話は 30 分にとどめ，参加者とのディスカッションでテーマの掘り下げ

をすることによって実のある集まりになると思います。 
   

 ・前もって講演者の情報お知らせいただけたので，仕事の調整ができました。ありがと

うございました。 
   

 

平成２９年１月 

 


